






















　

近
年
、
全
国
的
に

バ
ス
車
内
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
は
安
全
運
転

に
徹
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
や

む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
な
ど
を
か
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
走
行
中
は
席

か
ら
立
た
ず
、
停
車
し
て
か
ら
席
を
立

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
バ
ス
後
部
座
席
も
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
義
務
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
バ
ス
協
会

☎
０
９
２
（

４
３
１
）

９
７
０
４

　

今
回
の
主
な
運
動
内
容
は「
子
ど
も

と
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
し
よ

う
」
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

▽
夕
暮
れ
時
や
夜
間
、
道
を
歩
い
た

り
、
自
転
車
に
乗
っ
た
り
す
る
と

き
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
確
認
し

や
す
い
明
る
い
服
装
や
反
射
材
用

品
な
ど
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

▽
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
乗
車
さ
せ

る
場
合
は
、
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
、
座
席

に
正
し
く
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ

▽
福
岡
県
警
折
尾
警
察
署

　

☎
０
９
３
（

６
９
１
）

０
１
１
０

▽
交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡
県
県

民
運
動
本
部

　
　

☎
０
９
２
（

６
４
３
）

３
１
６
７

　

石
綿
に
よ
る
健
康
被

害
の
可
能
性
の
あ
る
人

に
無
料
で
検
診
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

●
対　

象

▽
平
成
１６
年
以
前
に
門
司
区
に
居

住
し
て
い
た
人

▽
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
に
従
事

し
て
い
た
人
と
そ
の
家
族

●
内　

容　

問
診
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査

※

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
け
る
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

９
月
４
日
（

火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

北
九
州
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
理
課
公
害
保
健
係

　

☎
０
９
３
（

５
２
２
）

８
０
７
１

　

時
間
給
を
引
き
上
げ
る
中
小
企
業

に
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
対　

象　

最
低
時
間
給
を
４
年
以

内
に
計
画
的
に
８
０
０
円
以
上
に

引
き
上
げ
る
中
小
企
業

●
助
成
内
容　

賃
金
引
き
上
げ
の
た

め
の
業
務
改
善
経
費
１０
万
円
以
上

の
費
用
に
対
し
、
そ
の
２
分
の
１

を
支
給
し
ま
す
（

上
限
１
０
０
万
円
）

※

詳
し
い
内
容
は
、
福
岡
労
働
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
課

　

☎
０
９
２
（

４
１
１
）

４
５
７
８

　

１０
月
の
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
期

間
中
に
実
施
す
る
内
容
を
選
び
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
内　

容　

【
取
り
組
み
例
】

▽
レ
ジ
袋
辞
退
者
に
対
し
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
実
施
す
る

▽
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
行
う

▽
「
レ
ジ
袋
が
必
要
で
す
か
」
の
声

か
け
を
実
施
す
る

▽
そ
の
他
、
創
意
工
夫
に
よ
る
レ

ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み

※

詳
し
い
内
容
は
、
福
岡
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
確
認
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
限　

７
月
２４
日
（

火
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
環
境
部
循
環
型
社
会
推
進
課

　

☎
０
９
２
（

６
４
３
）

３
３
７
１

Ｑ
．「
内
容
確
認
通
知
」
と
い
う
ハ
ガ
キ

が
届
い
た
。「
訪
問
販
売
及
び
寝
具
販

売
業
者
に
未
納
が
あ
る
」
と
書
か
れ
て

い
る
が
、
数
年
前
買
っ
た
布
団
は
完

済
し
て
い
る
。「
故
意
に
放
置
し
て
お

く
と
・
・
・
あ
な
た
の
給
料
や
財
産

の
差
押
え
等
を
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
も

書
か
れ
て
い
る
が
、
連
絡
を
と
ら
な

く
て
も
い
い
だ
ろ
う
か
？

Ａ
．
以
前
、
布
団
を
購
入
し
た
業
者

の
顧
客
リ
ス
ト
が
悪
用
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ガ

キ
が
広
く
町
内
に
配
達
さ
れ
て
お
り
、

届
い
て
も
架
空
請
求
で
す
の
で
無
視

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
か
ら
連
絡

を
取
る
と
、
脅
し
取
ら
れ
た
り
、
ま

た
個
人
情
報
を
入
手
さ
れ
、
別
の
手

段
で
次
々
に
架
空
請
求
が
来
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
絶
対
に
電
話
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ　

消
費
生
活
相

　

談
窓
口
（

ま
ち
づ
く
り
課
内
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
（

土
日
、

　

祝
日
を
除
く
）

　

☎
０
９
３
（

２
９
３
）

１
２
３
４

　皆さんの悩みや疑

問、気になっている

ことにお答えします。

明
る
い
く
ら
し
の
た
め
に
！

明
る
い
く
ら
し
の
た
め
に
！

明

の

明

の

消
費
生
活
の

　
　
　

豆
知
識

消
費
生
活
の

　
　
　

豆
知
識

　
「
就
学
サ
ポ
ー
ト
ノ
ー
ト
」
と
は
、

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の
入
学
に
向

け
て
、
成
長
の
記
録
を
ま
と
め
る
た

め
の
ノ
ー
ト
で
す
。
現
在
の
状
態
や

支
援
内
容
・
方
法
な
ど
の
情
報
を
整

理
し
て
小
学
校
な
ど
へ
伝
え
る
こ
と

で
、
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ノ
ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

①
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
改
め

て
子
ど
も
の
こ
と
を
理
解
で
き
る

②
子
ど
も
の
こ
と
正
確
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
で
き
る

③
子
ど
も
に
関
係
す
る
人
た
ち
が
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
一
貫
し

た
支
援
が
受
け
や
す
く
な
る

④
就
学
・
進
学
・
就
労
し
て
も
情
報

の
引
き
継
ぎ
が
で
き
る

　

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
継
続

し
た
支
援
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の
保
護
者

に
は
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
必

要
と
思
わ
れ
る
人
は
、
通
っ
て
い
る

幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
・
中
学
校
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
遠
賀
町
教
育
委

員
会
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た

平
成
２５
年
度
入
学
予
定
で
、
就
学
に

つ
い
て
心
配
な
こ
と
が
あ
る
人
は
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
係

進
め
て
い
ま
す　

  

特
別
支
援
教
育

      

〜
№１７「
ふ
く
お
か
就
学
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　

ノ
ー
ト
」に
つ
い
て
〜

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://fu
k
u
o
k
a-ro
u
d
o
u

k
y
o
k
u
.jsite.m

h
lw
.g
o
.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.fu

k
u
o

k
a.lg
.jp

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

石
綿
（

ア
ス
ベ
ス
ト
）

健
康
リ
ス
ク
調
査

７
月
１０
日
か
ら
１９
日
ま
で
は

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

平
成
２４
年
度

業
務
改
善
助
成
金
を
支
給

バ
ス
車
内
事
故
は
ち
ょ
っ
と
し
た

心
が
け
で
防
げ
ま
す
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限度額適用・標準負担額減額
認定証が更新されます

限度額適用・標準負担額減額
認定証が更新されます

限度額適用・標準負担額減額
認定証が更新されます

　現在、使用中の減額認定証の有効期限は、７月３１日

です。減額認定証をすでに持っていて、平成２４年度の

住民税が非課税世帯の人には、８月１日から使用でき

る新しい減額認定証を７月下旬に郵送します。

　同一世帯の全員が住民税非課税の人は、入院の際

の自己負担が限度額までになり、食費・居住費の一部

負担も減額される場合があります。減額認定証を持っ

ていない人で、新たに交付を希望する場合は、国保年

金係で、申請手続きが必要です。

●申請に必要なもの　印鑑、被保険者証

※収入額などを証明するもの（非課税証明書など）や入

　院期間を確認できるものが必要になる場合があり

　ます。

●申請・問い合わせ

　▽福岡県後期高齢者医療広域連合

　　☎０９２（６５１）３１１１

　▽国保年金係

８月から被保険者証が
新しくなります

８月から被保険者証が
新しくなります

８月から被保険者証が
新しくなります

　現在、使用中の被保険者

証（薄緑色）の有効期限は、

７月３１日です。８月１日から

使用できる被保険者証（水

色）は、７月下旬に、簡易書

留で郵送します。ただし、保

険料の滞納がある場合は、

通常より有効期限の短い被

保険者証を窓口で、交付す

る場合があります。

　８月１日以降に医療機関にかかるときは、新しい被

保険者証（水色）を窓口に提示してください。有効期間

は、平成２５年７月３１日までの１年間です。７月３１日まで

に新しい被保険者証が届かない場合は、ご連絡くださ

い。

●問い合わせ

　▽国保年金係

特別徴収（年金天引き）から
口座振替へ変更できます
特別徴収（年金天引き）から
口座振替へ変更できます
特別徴収（年金天引き）から
口座振替へ変更できます

　特別徴収は、申請することで口座振替に変更するこ

とができます。

　変更を希望する人は、７月３１日までに口座振替の申

請を行うと、１０月支給分の年金から特別徴収が中止さ

れ、口座振替による支払いに変更されます。ただし、こ

れまでに保険料の滞納がある場合には、口座振替へ

の変更が認められない場合があります。

●特別徴収対象者　年金受給額が年額１８万円以上で、

介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が年金

受給額の２分の１を超えない人

【社会保険料控除について】

　後期高齢者医療保険料は、所得税や住民税の申告

のときに、社会保険料控除の対象になります。

　特別徴収から口座振替へ変更した場合、社会保険

料控除は、口座振替で支払った人に適用されるので、

世帯全体の所得税や住民税の負担額が変わることが

あります。

●申請・問い合わせ　国保年金係

自己負担割合を
ご確認ください
自己負担割合を
ご確認ください
自己負担割合を
ご確認ください

　医療機関にかかるときの医療費の自己負担割合は

１割、または３割です。毎年、前年中の所得をもとに、

８月から翌年７月までの１年間の自己負担割合の判定

を行います。自己負担割合は、通常１割で、同じ世帯の

被保険者のいずれかの住民税課税所得が１４５万円

以上である場合は３割になります。ただし、住民税課

税所得が１４５万円以上でも、次に該当する場合は、申

請すれば１割負担になります。

【同じ世帯の被保険者が２人以上の場合】

　同じ世帯の被保険者全員の収入の合計額が５２０万

円未満

【同じ世帯の被保険者が本人のみの場合】

　次のいずれかに該当

　▽本人の収入が３８３万円未満

　▽本人と同じ世帯の７０歳から７４歳までの人の収入の

　　合計額が５２０万円未満

●申請・問い合わせ

　▽福岡県後期高齢者医療広域連合

　　☎０９２（６５１）３１１１

　▽国保年金係

後期高齢者医療制度のお知らせ
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